





























































































































愛知教育大学　教育学部　現代学芸課程　日本語教育コース　助教 川 口 直 巳
らもあると、どんな支援をしていくべきなのか考え
る上でも、ニ ズーがあることを知ってもらう上でも、
役立つのではないかと思います。
50 代・ボランティア
　自分も日本国籍の外国人だったし、差別や日本語
の理解の問題もあったが、学校で部活や学習を通じ、
自分を理解してくれる友人もできた。自分も、学校教
育・社会教育などを通じ、日本の社会に貢献したい。
20 代・学生
　「多言語による高校進学ガイダンス」をもっと、
広報した方がいいと思います。先日、スペイン語圏
から来た中 2の子どもを持つ親と話をする機会が
ありました。高校進学について情報を知りたがって
いたので、ガイダンスの話をしたら、｢そんないいも
のがあるのね｣ と喜んでいました。
30 代・教諭
　当時、HANDSプロジェクトについての認識がな
く、担当していたある外国籍の中 3 生に対しての指
導が今となっては悔やまれてなりません。学ボラ派
遣事業、進学ガイダンスともに周知され、現場であ
る学校でさらに活用されることを願います。
20 代・学生
　第 1部の 3人の学生発表者は、自分が真剣に悩
んだこと、考えたこと、悩まされたことを多くの人々
の前で話せるようになるのは、時間も労力も勇気も
必要だったと思う。その中で、多くの心の奥の奥ま
で話してくれたことに感謝します。
